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新
し
い
店
舗
は
、
金
融
共
済

と
営
農
経
済
で
別
々
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

ま
た
連
絡
先

も
異
な
り
ま
す
か
？

１
つ
の
建
物
の
中
で
金
融
共

済
と
営
農
経
済
で
分
か
れ
ま

す
。
専
門
性
を
も
っ
て
お
客

様
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
別
々

の
回
線
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
の
部
門
に
も

繋
が
る
よ
う
に
対
応
し
ま

す
。
な
お
、
羽
生
地
区
・
大

利
根
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
々
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

羽
生
中
央
支
店
が
本
店
に
移

転
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
の
羽
生
中
央
支
店
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
？ 

本
店
の
営
農
・
経
済
部
が
羽

生
中
央
支
店
に
移
転
し
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
今
ま
で
通
り
に
稼

働
し
ま
す
が
、
窓
口
対
応
を

行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
農
家
組
合
長
を
通
じ

て
配
布
物
・
回
覧
が
き
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
店
舗
に

な
っ
た
場
合
、
存
続
し
ま
す

か
？

変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
代
や
理
事
の
人
数
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

総
代
の
人
数
は
農
協
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

削
減
す
る
こ
と
は
予
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
役
員
の
人
数

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

に
定
款
変
更
し
、
削
減
す
る

予
定
で
す
。

支
店
再
編
後
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
大

利
根
地
区
で
２
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
こ
に
設
置
し
ま

す
か
？

大
利
根
中
央
支
店
に
２
台
設

置
し
ま
す
。

大
利
根
地
区
が
１
年
早
く
再

編
さ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

支
店
再
編
後
も
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

引
き
落
と
し
等
の
変
更
手
続

き
は
い
つ
行
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

引
き
落
と
し
等
の
変
更
手
続

き
が
必
要
に
な
る
方
に
は
、

事
前
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。

廃
止
さ
れ
る
店
舗
の
通
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
継
承
店

舗
で
新
し
い
通
帳
に
切
替
え

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

お
手
数
で
す
が
、
継
承
店
舗

に
て
、
新
通
帳
へ
の
切
替
え

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

廃
止
店
舗
の
通
帳
で
は
、
記

帳
で
き
な
く
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

窓
口
で
の
お
取
引
で
は
継
承

店
舗
で
の
切
替
え
が
必
要
で

す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
お
取
引
に

限
り
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
し
て
ご
使

用
願
い
ま
す
。

「
出
向
く
姿
勢
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
渉
外
担
当
者
の

月
掛
け
集
金
を
減
ら
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

新
規
の
定
期
積
金
の
集
金
に

つ
い
て
は
、
金
融
環
境
の
変

化
に
伴
い
廃
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

対
話
を
重
視
し
た
「
出
向
く

姿
勢
」
を
確
立
し
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
・
相
談
等
を
直
接
的
且

つ
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
信

頼
関
係
を
強
固
な
も
の
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
は
車
で
行
け
ま
す
が
、
10

年
後
そ
の
先
動
け
な
く
な
っ

た
時
に
、「
出
向
く
姿
勢
」

を
本
当
に
や
っ
て
く
れ
る
の

か
？ 

人
員
（
渉
外
担
当
者
）

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
感

じ
ま
す
。

渉
外
担
当
者
を
充
実
し
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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支店等再編計画 組合員説明会Ｑ&Ａ

QAQA

　令和３年11月26日より令和３年12月３日まで、支店等再編計画組合員説 明会を各地区において計７回開催させていただきました。新型コロナウイルスがまだ終息していない中、
ご来場いただきありがとうございました。
　今回掲載させていただいたＱ＆Ａにつきましては、支店等再編計画組合 員説明会でいただいたご意見・ご質問に対する回答です。貴重なご意見・ご質問ありがとうございました。

QA

❷



Q QAA

支店等再編計画 組合員説明会Ｑ&Ａ
Ｃ
Ｅ
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
）・
Ｒ
Ｃ
（
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
）
を
利
用
す
る

際
、
廃
止
店
舗
に
搬
入
を
し

て
い
ま
す
が
、
再
編
後
の
搬

入
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｅ
・
Ｒ
Ｃ

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
？

今
ま
で
通
り
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

米
の
集
荷
は
い
ま
ま
で
ど
お

り
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
も

ら
え
ま
す
か
？

支
店
の
倉
庫
は
従
来
通
り
で

す
の
で
、
今
ま
で
通
り
の
対

応
と
な
り
ま
す
。

施
設
園
芸
を
や
っ
て
い
ま
す
。

時
間
外
、
夜
間
の
暖
房
機
の

故
障
な
ど
、
急
を
要
す
る
際

の
対
応
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？

暖
房
機
の
故
障
等
修
理
に
つ

い
て
は
、
各
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
職
員
又
は
農
機
セ
ン

タ
ー
職
員
で
対
応
し
ま
す
。

農
機
セ
ン
タ
ー
職
員
に
一
人

一
台
の
車
を
与
え
て
自
宅
か

ら
現
場
へ
行
く
よ
う
に
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

労
務
管
理
上
農
繁
期
に
つ
い

て
も
、
一
旦
事
務
所
に
出
勤

し
て
か
ら
の
業
務
に
な
り
ま

す
。

Ｊ
Ａ
で
農
機
セ
ン
タ
ー
を

ず
っ
と
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
経
営
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
農
機
セ
ン
タ
ー

を
地
区
に
残
し
て
も
ら
い
た

い
。
地
区
の
人
が
よ
く
利
用

し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後

も
不
便
な
く
利
用
し
て
い
き

た
い
。

農
機
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の

埼
玉
志
多
見
支
店
に
集
約
さ

れ
ま
す
が
、
地
域
の
要
望
に

機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

柔
軟
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

大
型
農
業
機
械
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
出
張
料
な
ど
が
発

生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

農
機
の
修
理
に
つ
い
て
は
、

現
在
で
も
整
備
料
の
中
で
出

張
料
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
農
機
セ
ン
タ
ー

を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
型
機
械
の
搬
送
用
車
両
の

導
入
が
可
能
に
な
り
、
大
型

農
機
導
入
に
も
対
応
し
ま
す
。

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
合
併
し
て
も
旧
体
制

の
ま
ま
で
資
材
も
高
く
米
は

安
い
。
努
力
姿
勢
を
み
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
米
の
集
荷

な
ど
人
が
い
な
い
時
の
事
務

所
に
残
っ
て
い
る
人
が
少
な

す
ぎ
ま
す
。
営
農
経
済
あ
っ

て
の
Ｊ
Ａ
だ
と
思
い
ま
す
。

肥
料
の
銘
柄
集
約
、
農
薬
に

つ
い
て
は
、
大
型
包
装
規
格
、

流
し
込
み
資
材
の
提
案
等
、

生
産
コ
ス
ト
低
減
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
集
荷
す
る
こ
と
に
な
り
、

人
員
が
再
配
置
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
米
の
集
荷
の
時
期
に

お
い
て
も
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

購
買
代
金
の
引
落
口
座
に
つ

い
て
手
続
は
必
要
で
す
か
？

購
買
事
業
に
つ
い
て
引
き
落

と
し
口
座
の
変
更
手
続
き
は

必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
再
編
に
入
っ
て
い
な

い
の
で
す
か
？

今
回
の
再
編
に
は
入
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
随
時
、
改
善
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
中
期
計
画
等
の
中

で
伸
長
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。
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　令和３年11月26日より令和３年12月３日まで、支店等再編計画組合員説 明会を各地区において計７回開催させていただきました。新型コロナウイルスがまだ終息していない中、
ご来場いただきありがとうございました。
　今回掲載させていただいたＱ＆Ａにつきましては、支店等再編計画組合 員説明会でいただいたご意見・ご質問に対する回答です。貴重なご意見・ご質問ありがとうございました。
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【材料】白菜1/8個・エー
コ ープ 簡 単 和 風 だし 
旨！だしパック１包・シ
イタケ４枚・真鱈（甘塩）
２切れ・豆乳150㏄・味
噌小さじ１・酒大さじ１

【材料】サトイモ小６個・
エーコープごまあえの素
大さじ２・タマネギ大1/4
個・わけぎ1/2本・ツナ１
缶・マヨネーズ大さじ３・
塩、コショウ適宜

【作り方】☆４人分
①白菜は３㎝幅に切り、シイタケは薄切りにす

る。
②真鱈は湯通しし、キッチンペーパーで水分をふ

き取る。
③鍋に水250㏄と「簡単和風だし 旨！だしパック」

を入れて５分煮る。
④③に①と②を入れて、火が通ったら酒・豆乳・

味噌で味を調える。

【作り方】☆４人分
①サトイモは皮のまま蒸し器で15分くらい蒸し、やわ

らかくなったら皮をむいてつぶす。塩・コショウで
味を調える。

②タマネギは薄切りにして水にさらしたら、水気を切っ
ておく。

③①と②、油を切ったツナをマヨネーズでいっしょに
混ぜ合わせる。

④③に「ごまあえの素」と小口切りにしたわけぎをふる。

美味しく
  食べよう
　　 冬野菜

レシピを考える長谷川タマ子部長㊧と落合ハツ子副部長

　ＪＡ女性部羽生支部が地産地消を推進する
ために考案したレシピを大公開。エーコープ
商品をプラスすることで、旬の冬野菜を手軽
に美味しく調理することができます。

ⓒよい食P

エーコープ簡単和風
だし 旨！だしパック

エーコープ
ごまあえの素

白菜

サトイモ

白菜の豆乳だし煮

サトイモのサラダ

❹



【材料】大根1/4本・エーコープこ

だわりドレッシングたまねぎ黒

酢大さじ５・豚バラ肉200g・

ネギ1/4本・醤油小さじ１

【材料】サツマイモ大1/2本・Ａ（彩の
かがやき米粉パウダー40g・白玉
粉10g・砂糖小さじ１・牛乳大さじ
７）・Ｂ（砂糖20g・バター16g）
※ 事前に白玉粉はつぶして、分量内の

牛乳大さじ３でよく溶かしておく。

【材料】ほうれん草１把・

エーコープほめられ酢大

さじ1/2・なめたけ大さじ

１と1/2・むし鶏（加工品）

１００g・ショウガ３g

【作り方】☆４人分
①大根は１㎝の厚さにいちょう切りにし、ラップをし

て電子レンジで７分加熱する。
②ネギを斜め薄切りにする。
③豚バラ肉は２㎝幅に切る。
④「こだわりドレッシングたまねぎ黒酢」と水大さじ２、

醤油を合わせておく。
⑤フライパンに豚バラ肉を入れて炒める。火が通った

ら大根を炒める。（豚バラ肉の油が少なかったら油を
少量加える。）

⑥大根に焦げ目がついたら②と④を入れて煮からめる。

【作り方】☆５個分
①サツマイモは蒸し器でやわらかくなるまで蒸す。
②①の皮をむき、つぶしてＢを入れてよく混ぜ合わせ

たら５等分しておく。
③Ａを混ぜ合わせる。
④フッ素樹脂加工のフライパンに油を薄く引き、③の

生地を大さじ１と1/2程度流し入れ、スプーンの背で
楕円形（直径８㎝程度）に広げる。

⑤中火で焼いて表面が乾いてきたら裏返して両面を焼
く。※皮を５枚つくる。

⑥②を⑤で巻く。

【作り方】☆４人分

①むし鶏はほぐしておく。

②ほうれん草はさっとゆでて、水気をしぼったら
３㎝幅に切る。

③千切りにしたショウガを水にさらし、水気を切
る。

④①と②を「ほめられ酢」となめたけで和えたら
③を飾る。

エーコープこだわり
ドレッシングたまねぎ黒酢

彩のかがやき
米粉パウダー

エーコープ
ほめられ酢

大根

サツマイモ

ほうれん草

炒め大根

あん巻き

ほうれん草の和え物

掲載のエーコープ商品はＪＡほくさい農産物直売所でお取り扱いしております。

❺



理
事
会
か
ら

12
月
28
日
の
主
な
議
案

①
役
員
定
数
見
直
し
に
つ
い
て

②
定
款
の
一
部
変
更
に
と
も
な
う

従
た
る
事
務
所
の
統
廃
合
に
つ

い
て

③
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び

削
除
の
防
止
に
関
す
る
事
務
処

理
規
程
の
設
定
に
つ
い
て

④
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
埼
玉
優
遇
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
法
人
設
立
に

つ
い
て

⑦
騎
西
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
修
繕
工
事
に
つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

３
月
７
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

３
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら　

　

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－
５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

ⓒよい食P

ごはんを食べよう

国が支え
る 安心が大

きくなる

担 い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご
相談については、ＪＡほくさい
か農業委員会または農業者年
金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

©よりぞう

ＪＡほくさいホームぺージ

　令和４年４月１日よりコンビニ（※1）ＡＴＭ手数料
の無料サービスを終了いたします。
　これに先がけ、令和４年３月25日よりお客さまのお
取引内容等に合わせて同手数料（※2）を最大月３回
まで無料とする「ＪＡバンク埼玉優遇プログラム」を
開始いたします。
　内容については当組合ホームページをご覧いただく
か、窓口へお問い合わせください。
※1　セブン銀行、ローソン銀行、イーネット
※2　セブン銀行、ローソン銀行、イーネット、ゆうちょ銀行

4月1日㊎〜

提携コンビニ
ＡＴＭ手数料見直し

3月25日㊎〜

ＪＡバンク埼玉
優遇プログラム開始

のお知らせ

❻



　

果
樹
類
は
定
植
し
て
か
ら
収
穫

ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
収
穫

ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
方
法
と

し
て
接
木
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
接

木
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
本
の
樹

で
複
数
の
品
種
を
収
穫
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

果
樹
苗
を
購
入
す
る
と
、
根
の

近
く
を
テ
ー
プ
で
巻
い
て
あ
る
苗

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

テ
ー
プ
の
部
分
で
接
木
し
て
あ
る

た
め
で
す
。
既
に
活
着
し
て
い
る

の
で
テ
ー
プ
を
は
ず
し
て
定
植
し

ま
し
ょ
う
。

　

接
木
の
方
法
に
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
芽
接
ぎ

（
め
つ
ぎ
）と
切
接
ぎ（
き
り
つ
ぎ
）

及
び
緑
枝
接
ぎ（
り
ょ
く
し
つ
ぎ
）

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一　
芽
接
ぎ
（
図
１
）

　

例
え
ば
、
日
本
ナ
シ
の
幸
水
に

他
の
品
種
（
豊
水
等
）
を
接
木
し

て
、
一
本
の
樹
か
ら
２
品
種
を
収

穫
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

八
月
～
九
月
頃
に
接
木
し
た
い

品
種
の
今
年
発
生
し
た
枝
の
脇
芽

を
そ
い
で
芽
を
採
取
し
ま
す
。
台

木
と
な
る
品
種
の
今
年
伸
長
し
た

枝
を
Ｔ
字
に
切
り
開
い
て
、
先
ほ

ど
採
取
し
た
芽
を
差
し
込
み
ま
す
。

そ
の
後
、
芽
が
出
る
よ
う
に
接
ぎ

木
テ
ー
プ
で
枝
全
体
を
巻
き
、
保

護
し
ま
す
。

　

果
樹
類
の
接
木
に
つ
い
て

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

二　
切
接
ぎ
（
図
２
・
３
）

　

三
月
下
旬
以
降
に
接
木
す
る

枝
（
台
木
）
に
、
他
の
品
種
の

枝
（
穂
木
）
を
接
ぎ
ま
す
。
穂
木

は
、
一
～
二
月
に
採
取
し
、
乾
か

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ

冷
蔵
庫
等
で
貯
蔵
し
ま
す
。
貯
蔵

し
た
穂
木
を
同
じ
位
の
太
さ
の
台

木
に
接
木
し
ま
す
。
接
木
の
コ
ツ

は
、
必
ず
台
木
と
穂
木
の
形
成

層
（
皮
の
内
側
の
部
分
）
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
重
な
り
が

多
い
ほ
ど
活
着
が
よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
刃
物
は
よ
く
切
れ
る
も
の

で
、
切
り
口
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

そ
の
後
、
動
か
な
い
よ
う
に
接
ぎ

木
テ
ー
プ
で
固
定
し
ま
す
。
ま
た
、

穂
木
は
乾
か
な
い
よ
う
癒
合
剤
等

を
切
り
口
に
塗
り
ま
す
。

三　
緑
枝
接
ぎ
（
図
４
）

　

こ
こ
で
は
、
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
時
期
は
五
月
～
六

月
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

穂
木
は
葉
数
十
枚
以
上
伸
び
た

新
梢
の
中
間
の
硬
い
部
分
を
使
用

し
、
ク
サ
ビ
形
に
切
り
ま
す
。

　

台
木
は
比
較
的
柔
ら
か
い
部
分

で
切
断
し
、
二
～
三
㎝
の
切
り
込

み
を
入
れ
ま
す
。

　

穂
木
と
台
木
の
形
成
層
を
合
わ

せ
穂
木
を
差
し
込
み
、
接
木
部
分

を
接
木
用
テ
ー
プ
で
固
定
し
ま
す
。

穂
の
切
口
も
乾
か
な
い
よ
う
テ
ー

プ
を
巻
き
ま
す
。

図１ Ｔ字芽接ぎ（単位㎝）

図２ 切接ぎ図３ 穂木と台木の接着の仕方

図
１
～
３
は
農
文
協
発
行
『
果
樹

の
接
ぎ
木
・
さ
し
木
・
と
り
木
』

か
ら
引
用

図
４
は
埼
玉
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
作
成
し
た
『
お
い
し
い

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
』
か
ら
引
用

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
種
苗
法

に
よ
り
、
登
録
品
種
の
自
家
増
殖

に
は
育
成
者
の
許
諾
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１ 図４ 緑枝接ぎ
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　北川辺とまと研究会は12月10日に選果場の試運転を行いました。

　目前に迫った本稼働を前に、レーンの流れ具合や規格を判別するカメラの

テストが目的です。大きさや着色状況の異なるトマト21玉を流してチェッ

クしました。

　出荷生産者は20戸で6.7㌶を栽培しており、木の上で熟した甘いトマトを

イメージして名付けられた「木甘坊（きかんぼう）」の愛称で出荷します。

　今作の目標は「Ａ品率の向上」。従来から栽培する「麗容（れいよう）」

と「かれん」に加え、今シーズンから試験品種も導入しました。田口久会長

代行は「栽培は手探りのところもあるが、最後まで高品質な品を出荷し、有

利販売に繋げたい。」と話しています。

　本稼働は同20日から。シーズン終盤となる７月上旬までに1,800㌧（１

㌜４㌔）を出荷する予定です。

　12月３日に回転ずしチェーン「スシロー」などを運営する株式会社 FOOD & LIFE COMPANIES 

の浅田和彦商品部長がＪＡ本店を訪れました。

　ＪＡでは安定取引が見込める業務用実需者との結びつきを強めて稲作生産者の経営の安定を図ろうと、平

成28年から多収性米の契約栽培を奨励。29年からはＪＡ全

農、全農パールライスを通じて同社に供給しており、この日

は互いの意見交換を目的に来店しました。

　会議には生産者の代表として加須市で多収性米「ほしじる

し」を５㌶栽培（令和３年産）する山中哲大さんが、ＪＡか

らは大塚宏組合長らが出席しました。浅田部長は「近い将来

店舗数を現在の1.5倍にするのが目標。今後も良質な米の安

定供給をお願いしたい。」と要望しました。山中さんは、「年

によって生育状況が著しく変わり、栽培が難しい品種。技術

を磨いてさらに高収量を目指したい。」と話していました。

　ＪＡ女性部は12月下旬に各支部で正月花のアレンジメント教室を開きました。

　羽生支部（長谷川タマ子部長）は手子林支店を会場に10名で、種足支部（藤井正子部長）

と騎西支部（若林美江部長）は14名で種足コミュニティセンター、鴻茎支部（江川君代

部長）は15名が鴻茎コミュニティセンターに集まって行いました。

　ハボタンやカーネーションなど色とりどりの花とともにお正月らしい千両やマツなども

入った豪華なアレンジメントが完成すると、皆満面の笑みを浮かべながらスマホをバック

から取り出して写真に収めていました。

「木甘坊」選果スタート～北川辺とまと研究会～

スシローの商品部長が来訪

女性部で正月花アレンジメント教室

選別結果を確認する部員

羽生支部 種足支部・騎西支部 鴻茎支部

浅田部長（前列中央）と山中さん（同右から２人
目）、大塚組合長（同４人目）

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。 ❽



ＪＡは12月２日に本店でスマホ教室を開きました。女性部羽生支

部の８名が参加してスマートフォンの基本操作などを学びました。

　高齢者にデジタルスキルを身に着けてもらうことで、豊かな生活や効率的な

営農に繋げてもらおうと初めて企画しました。全国農業協同組合中央会と農林

中央金庫が携帯電話会社と連携し、講師４名が派遣されました。

　講座は初心者を対象にした入門編とＬＩＮＥの使い方を学ぶ応用編に分けて

開きました。応用編に参加した落合ハツ子さんは、ＬＩＮＥを使ってのアルバ

ム作成をマスターすると「こんなことができるなんて。今度の支部活動の時に

部員同士で撮り合いっこした写真を共有して楽しみたい。」と喜んでいました。

　この講習会は令和４年度から対象を年金友の会の会員などにも広げて開催し

ていく予定です。

　埼玉県果実連合会主催の彩玉なし共進会で加

須市騎西梨撰果所利用組合の２名が入賞しまし

た。

　この共進会は、県のブランド梨「彩玉」の栽

培面積の維持拡大や生産技術の向上などを目的

に行われており、今回で７回目。審査は８月中

旬に県種苗センターで行われ、集まった80点

の中から糖度や重量、形状などで順位が決まり

ます。

　同組合の入賞者は次のとおり。

〇県農業技術研究センター所長賞＝鈴木昭二さん

〇加須農林振興センター所長賞＝古澤昭さん

　表彰式は11月26日に同センターで行われ、入賞者に表彰状が手渡されました。おめでとうございます。

　ＪＡの大塚宏組合長は12月９日に加須市役所を訪れ、米農家への支援に対する感謝の意を表しました。平井

清敏副組合長や同市の松本信一地域担当理事、小川保夫地域担当理事、秋山茂地域担当理事、石井茂理事ともに

大橋良一市長と角田守良副市長に面会し、お礼の言葉を述べました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で米の需要が大き

く減退し米価が下落したことを受け、同市は次期の水稲

作付に対する種苗費用相当額を農家に交付することをＪ

Ａ管内で最も早く決定しました。

　大塚組合長は「ＪＡが農家に納得していただけるよう

な概算金単価を設定することは難しい中、同市はいち早

く支援策を提示していただいた。」と感謝の気持ちを述

べました。大橋市長は「これからもＪＡとタッグを組ん

で、市内の農業を盛り立てていきたい。」と話していま

した。

※呼称は当時のものです。

初開催！ＪＡスマホ教室

騎西の２名が入賞～彩玉なし共進会～

米農家への支援に感謝

スマホの操作を学ぶ落合さん㊧

左から：平井副組合長・秋山理事・石井理事・大塚組合長・
小川理事・大橋市長・松本理事・角田副市長

古澤さん鈴木さん

❾



　１月中旬、大利根地区で特産のイチゴが出荷本番を迎

えました。

　同地区では14名が「紅ほっぺ」や「やよいひめ」、「恋

みのり」、「あまりん」などを約２㌶で栽培しています。

　パック詰めした「紅ほっぺ」を出荷する大利根中央苺

組合の加藤秀夫さんは「９月の定植以降好天に恵まれ生

育が順調に進んだ。果形もよいものばかりなので、管理

を徹底しシーズン終了まで安定出荷を目指したい。」と

話しています。

　ＪＡ女性部では地域に根差した健全な食生活の実現を目指し、各支部で料理教

室を開いています。

　騎西中央支部（梓沢幸子部長）は11月12日に田ヶ谷総合センターで行いまし

た。６人で調理したのは五目めしと白あえ、米粉のかりんとうの３品。白あえに

は季節の野菜のほかに梨を入れることで

シャキシャキとした歯ごたえが加わりま

した。また、この日作った五目めしは日

本農業新聞の正月企画で紹介されまし

た。

　南河原支部（齋藤智子部長）は同18

日に16名が集まって南河原公民館で行

いました。「彩のかがやき米粉パウダー」

を使って、かりんとうとさつまいものド

ーナツ、あんこの焼きもちを作りました。米粉と白玉粉とまぜて作った焼きもちはもち米を杵でついたかのよう

に仕上がり、部員からとても好評でした。

出荷本番！
大利根地区のイチゴ

女性部で料理教室

紅ほっぺを収穫する加藤さん

騎西中央支部

パック詰めした
「紅ほっぺ」

南河原支部

　ＪＡは10月から12月末まで販売いたしました「Ｓ

ＤＧｓ懸賞付定期貯金キャンペーン2021」の抽選会

を１月５日に本店で行いました。大塚宏組合長が抽選

箱の中からくじを引き、当選番号を決定しました。

　この定期貯金は預入金額25万円ごとに１口の懸賞くじ抽選権

を付与しており、合計544名の方にグルメギフトカタログや北川

辺コシヒカリなどが当たりました。

　また同時に、お預入を通してご契約者の方にも間接的にＳＤＧ

ｓ（国連の持続可能な開発目標）に役立つ活動に参加していただ

こうと、お預入金額の0.004％相当分（８万円）の地元農産物を

管内の子ども食堂に寄贈いたします。２月中旬までに、米やネギ、

ブロッコリーなどを４ヶ所に贈る予定です。

当選番号を決定～ＳＤＧｓ懸賞付定期貯金～

くじを引く大塚組合長㊨

※当選番号は当組合ホームページに掲載してございま
す。また、当選された方にはご契約いただきました支
店からご案内いたします。

�



　11月18日に行田市立西小学校（金井さち子校長）で「行田

農産物地産地消講習会」が行われ、ＪＡ行田西支店の加藤健司

支店長が講師を務めました。

　今回初めて同校から「児童に地産地消について教えてほしい」

と依頼があり、加藤支店長が５年生児童80名を前に同市内で栽

培される作物や、農産物が消費者の手元に届くまでの流れなど

を話しました。

　　　　　　　　　　45分の授業の中で、加藤支店長が最も驚

いたのは子どもたちの熱心さ。説明の一言

一言を真剣な表情でノートに書き留め、質

問コーナーでは次々に手をあげていまし

た。

　また、11月29日には加須市北篠崎の江

森農園が同市立三俣小学校（中島高広校長）

児童の見学を受け入れ、代表の江森悟さん

が栽培するキュウリについて話しました。

　３年生児童81名に社会科の授業の一環として「農家のしごと」を学んでもらう

ことが目的。江森さんが経営規模や一年の仕事の流れ、栽培方法などを子供たち

に説明したほか、収穫体験も行われました。作業を行った児童は「葉がチクチク

して痛い」と悲鳴をあげながらも適期の実を見つけ出してはハサミで収穫してい

ました。最後に設けられた質問コーナーで「農家にとって最も大切な事は」と問われた江森さん。「キュウリは

歩いて病院に行けない。毎日キュウリが元気かどうか始終気にして、愛情をかけて育てることです。」と答えて

いました。

　ＪＡでは常勤役員が若手農業者を訪問する活動を行っています。地域農業の担い手を訪れ意見や要

望などを直接伺い、今後のＪＡ運営に活かすことが目的です。

　11月11日に平井清敏副組合長が訪ねたのは大利根地区でイチゴを栽培する坂田晴彦さんです。経

営状況や日頃抱える悩みなどを伺いました。坂田さんは「現在は肥料農薬や資材の手配などスムーズに行っても

らえて大変助かっている。支店再編後もこの体制を保ってもらえるのでしょう

か。」と質問。平井副組合長は「『出向く体制』を構築することで、組合員や地域

の皆さまにご不便をおかけしないよう努めます。」と回答しました。

　同15日には平井副組合長と吉田岳雄常務が騎西地区の関口智之さんを訪問し

ました。梨や水稲などの複合経営

を行う関口さんは「梨の人工授粉

の時期などにはたくさんの人出が

必要。ある程度の農作業ができる

人材を育成し農家に派遣するよう

な仕組みづくりを行ってほしい。」

と要望しました。

小学生に「農」の授業

あなたの声を聴かせてください～常勤役員が若手農業者を訪問～

講師を務める加藤支店長

江森農園でキュウリを収穫する児童

栽培方法を説明する江森さん

イチゴの栽培方法を坂田さん㊨
に尋ねる平井副組合長

関口さん㊨から要望をききとる平井副組合長㊥
と吉田常務

�



ほくさい
彩発 見

身近な地域の名所をご紹介します

手
袋
を
指
に
馴
染
ま
す
鍬
仕
事　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

余
生
な
ほ
夢
追
い
か
け
て
初
御
空　
　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

蝋
梅
に
引
か
れ
て
入
る
菓
子
処　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

冬
耕
の
審
査
し
て
い
る
群
れ
鴉　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

黄
色
ひ
ら
ひ
ら
陽
だ
ま
り
の
冬
の
蝶　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

老
愁
の
知
ら
ず
身
に
染
む
寒
九
雨　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

カ
ス
テ
ラ
の
底
の
粗
目
の
冬
日
か
な　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

役
目
傾
ぐ
案
山
子
に
雲
離
れ　
　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

柚
子
湯
出
て
部
屋
の
空
気
を
変
え
に
け
り　

加　

須　

松
永　

喜
芳

冬
木
立
風
に
メ
ロ
デ
ィ
奏
で
つ
つ　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

軽
ト
ラ
で
屑
買
ひ
に
来
る
寒
日
和　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

寂
び
れ
た
る
湯
宿
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

煮
炊
鍋
終
ふ
し
じ
ま
に
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　

〃　
　

五
月
女
文
子

ま
ね
ご
と
の
煤
払
い
す
る
暮
ら
し
か
な　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

縁
側
の
至
福
極
楽
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

初
不
動
米
寿
祈
願
や
鈴
高
音　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

窓
際
の
特
等
席
よ
シ
ク
ラ
メ
ン　
　
　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

皺
は
増
え
知
人
は
欠
け
て
年
の
夜　
　
　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

榮

し
ず
か
さ
や
古
墳
は
眠
る
初
日
の
出　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

常
夜
灯
点
る
家
路
や
暮
れ
の
春　
　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

穭
田
の
身
の
丈
低
き
委
託
農　
　
　
　
　
　

北
川
辺　

宮
本　

久
子

冬
麗
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
キ
タ
ミ
ソ
ウ　
　
　

行　

田　

大
野　

辰
男

※
４
月
号
へ
の
投
句
は
、
２
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
誌
面
等
の
都
合
に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句

を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

湯
豆
腐
の
大
暴
れ
し
て
口
の
中　
　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

（評）
湯
豆
腐
は
コ
ン
ブ
だ
し
に
白
湯
で
豆
腐
を
煮
た
シ
ン
プ
ル
な
冬
の

定
番
料
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
熱
々
の
豆
腐
が
口
の
中
で
大
暴
れ
す

る
と
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
で
あ
る
。
私
の
拙
句
に
「
熱
々
の
湯
豆

腐
は
ひ
ふ
へ
ほ
で
食
べ
り
」
が
あ
る
。
ね
ぎ
、
鰹
節
、
生
姜
等
を
醤

油
に
ま
ぶ
し
て
食
す
。
今
宵
は
熱
燗
で
一
杯
か
。

徳川家康鷹狩の跡
法 性 寺：羽生市上新郷5601

愛宕神社：羽生市上新郷6728

　大の鷹狩好きとして知られる徳川家康。鷹狩りは自
身の健康維持のためだけでなく領地内を視察するため
だったともいわれています。県内にも忍や川越、越ヶ
谷、岩槻などあちこちに家康が鷹狩りに訪れたとされ
る記録が残っています。
　羽生市の法性寺はその折に休憩をとった場所である
と伝えられています。敷地内にはそれを祀った東照権
現堂が立てられ、今も地域の信仰を集めています。
　また、愛宕神社には慶長９年に家康が訪れて一休み
したことが刻まれた石祠が残されています（石祠は非
公開）。

石祠 法性寺の東照権現堂愛宕神社鳥居
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

昨
年
の
６
月
に
父
の
相
続
に

よ
っ
て
農
業
と
不
動
産
の
賃
貸
事

業
を
承
継
し
ま
し
た
。
４
ケ
月
以

内
の
準
確
定
申
告
と
納
税
は
済
ま

せ
ま
し
た
が
、
相
続
後
の
所
得
税

と
消
費
税
は
ど
の
よ
う
に
申
告
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
父
は

亡
く
な
る
２
ケ
月
前
に
土
地
を
譲

渡
し
て
お
り
８
月
に
相
続
人
が
土

地
代
金
の
決
済
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

初
め
て
の
確
定
申
告

　

個
人
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
３
月
15
日
（
第
３
期
）
が
期
限

で
す
。
こ
の
申
告
は
一
年
間
の
所
得

と
税
額
を
自
ら
計
算
し
、
年
金
や
給

与
な
ど
か
ら
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額

等
、
７
月
（
第
１
期
）
と
11
月
（
第

２
期
）
に
納
付
し
た
予
定
納
税
額
を

精
算
し
て
納
税
額
を
確
定
す
る
も
の

で
す
。
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

計
算
上
生
じ
た
損
失
は
他
の
所
得
と

損
益
通
算
を
し
た
り
、
損
失
の
繰
越

控
除
や
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
し
た
所

得
や
税
額
に
誤
り
を
発
見
し
た
と
き

は
期
限
内
で
あ
れ
ば
訂
正
申
告
書
を
、

申
告
期
限
の
後
で
あ
れ
ば
更
正
の
請

求
を
し
た
り
修
正
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
納
税
額
に

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
確
定
申
告
は
納
税
者
の
権
利
で

あ
り
義
務
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
由

縁
な
の
で
す
。

相
続
後
の
所
得
は
誰
の
も
の

　

所
得
税
は
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
一
暦
年
を
計
算
期
間

と
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
収
入
金

額
か
ら
こ
れ
を
得
る
た
め
の
必
要
経

費
を
控
除
し
て
所
得
を
計
算
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
年
の
途
中
で
死
亡
し
た

人
の
申
告
と
納
税
は
、
１
月
１
日
か

ら
相
続
開
始
の
日
ま
で
の
期
間
に
な

り
ま
す
。
そ
の
翌
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
は
相
続
人
の
も
の
で
す

が
、
そ
の
う
ち
遺
産
分
割
協
議
が
整

う
ま
で
の
間
の
所
得
は
各
相
続
人
に

帰
属
し
、
整
っ
た
あ
と
の
期
間
は
当

該
収
益
財
産
を
取
得
し
た
相
続
人
の

所
得
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
場
合
は
も

ち
ろ
ん
、
遺
産
分
割
協
議
に
お
い
て
、

収
益
財
産
を
取
得
し
た
者
が
相
続
開

始
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
使
用
収
益
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

引
渡
し
前
の
土
地
の
譲
渡
は
だ
れ
の

所
得
？

　

父
は
土
地
の
売
買
契
約
を
結
ぶ
も
、

引
渡
し
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
相
続
人
は
残
代
金
の
請
求
権
を
相

続
し
、
土
地
の
引
き
渡
し
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

当
該
土
地
は
父
と
子
の
い
ず
れ
か
が

譲
渡
し
た
も
の
と
し
て
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
父
が
売
っ
た
も
の

と
す
る
と
、
父
の
準
確
定
申
告
に
お

い
て
譲
渡
税
額
を
計
算
し
て
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

土
地
の
残
代
金
は
父
の
相
続
に
お
け

る
未
収
金
と
い
う
財
産
に
な
り
、
申

告
納
税
額
は
父
の
相
続
債
務
に
な
り

ま
す
。
子
が
売
っ
た
も
の
と
す
る
と
、

子
の
確
定
申
告
に
お
い
て
土
地
の
譲

渡
所
得
（
こ
の
場
合
は
、
譲
渡
し
た

土
地
に
係
る
相
続
税
額
を
取
得
費
加

算
と
し
て
譲
渡
代
金
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）
と
譲
渡
税
額
を

申
告
納
税
し
ま
す
。

提
出
す
る
申
告
書
は
青
色
か
白
色
か

　

相
続
人
は
被
相
続
人
の
申
告
義
務

や
納
税
義
務
を
承
継
し
ま
す
が
、
青

色
申
告
や
事
業
専
従
者
は
自
動
的
に

承
継
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相

続
人
が
相
続
開
始
の
年
分
か
ら
青
色

申
告
書
を
提
出
す
る
た
め
に
は
、
原

相
続
後
の
所
得
税
と
消
費
税
の

確
定
申
告
は
ど
う
す
る
の

則
と
し
て
相
続
開
始
の
日
の
翌
日
か

ら
４
ケ
月
以
内
（
準
確
定
申
告
書
の

提
出
期
限
内
）
に
青
色
申
告
承
認
申

請
書
を
提
出
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
青
色
専
従
者
給
与
に

関
す
る
届
出
書
を
提
出
す
る
と
青
色

事
業
専
従
者
へ
の
給
与
の
支
払
い
を

継
続
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
申
請
や
届
出
を
失
念
す

る
と
、
父
が
亡
く
な
っ
た
年
は
白
色

申
告
に
な
り
ま
す
か
ら
留
意
し
て
下

さ
い
。

青
色
申
告
書
と
白
色
申
告
書
の
申
告

事
務

　

令
和
４
年
分
か
ら
青
色
申
告
に
す

る
場
合
は
、
令
和
４
年
の
３
月
15
日

ま
で
に
青
色
申
告
承
認
申
請
書
な
ど

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
相
続
人
に

は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
７
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す
。
青
色
専
従

者
（
事
業
者
と
生
計
を
一
に
す
る
親

族
で
従
事
可
能
期
間
を
通
じ
て
そ
の

２
分
の
１
を
超
え
て
専
ら
従
事
す
る

者
）
へ
給
与
を
支
払
う
際
に
、
所
得

税
を
源
泉
徴
収
し
、
年
末
調
整
を

行
っ
て
税
務
署
長
や
市
町
村
長
に
給

与
支
払
報
告
書
等
の
支
払
調
書
を
提

出
し
ま
す
。

申
告
書
が
白
色
の
場
合

　

青
色
申
告
に
つ
い
て
の
必
要
な
手

続
を
し
な
い
場
合
は
、 

白
色
申
告
者

に
な
り
ま
す
が
記
帳
義
務
も
あ
り
ま

す
か
ら
留
意
し
て
下
さ
い
。
事
業
専

従
者
へ
の
給
与
は
専
従
者
控
除
と
し

て
定
額
に
な
り
ま
す
。
専
従
者
（
そ

の
年
を
通
じ
て
６
ケ
月
を
超
え
て
専

ら
従
事
す
る
人
）
が
配
偶
者
の
場
合

は
年
間
86
万
円
、
そ
の
他
の
親
族
の

場
合
は
年
間
50
万
円
以
内
と
さ
れ
、

当
該
控
除
額
以
上
の
事
業
等
の
所
得

が
要
件
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
が
専
従
者
の
扶
養
親
族
に
な

る
こ
と
も

　

青
色
事
業
専
従
者
や
白
色
の
専
従

者
は
他
の
所
得
者
の
扶
養
親
族
に
な

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
業
者

自
身
の
合
計
所
得
金
額
が
48
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
専
従
者
の
扶
養
親
族

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
義
務

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
っ
た

父
が
消
費
税
の
申
告
書
を
提
出
せ
ず

に
死
亡
し
た
場
合
、
相
続
人
は
所
得

税
と
同
様
に
消
費
税
の
準
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
納
税
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
課
税
事
業
者
で

あ
っ
た
父
か
ら
事
業
や
不
動
産
所
得

を
生
ず
べ
き
財
産
を
相
続
し
た
相
続

人
は
、
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
が

発
生
す
る
と
と
も
に
相
続
人
に
消
費

税
の
納
税
義
務
が
生
ず
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
確
定
申
告
の
際
は
留
意

し
て
下
さ
い
。

相
続
開
始
の
翌
年
、
翌
々
年
の
消
費

税
の
申
告

　

相
続
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
又
は

翌
々
年
の
基
準
期
間
（
令
和
２
年
、

令
和
３
年
）
に
お
け
る
被
相
続
人
の

課
税
売
上
高
と
相
続
人
の
課
税
売
上

高
の
合
計
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
相
続
が
あ
っ
た
年
の

翌
年
又
は
翌
々
年
の
納
税
義
務
が
生

じ
ま
す
か
ら
、
消
費
税
の
申
告
納
税

（
ま
た
は
還
付
申
告
）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

父
は
廃
業
の
届
出
、
子
は
開
業
の
届
出

　

農
業
と
不
動
産
を
経
営
し
て
い
た

父
は
廃
業
の
届
出
書
を
、
父
か
ら
事

業
を
承
継
し
た
子
は
開
業
の
届
出
書

を
速
や
か
に
提
出
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
節
分
の
日
に
丸
か
じ
り
す
る
地
方

も
あ
り
ま
す

❷
歯
が
あ
る
履
き
物

❸
世
界
遺
産
に
は
文
化
遺
産
や
―
―

遺
産
が
あ
り
ま
す

❹
ほ
っ
そ
り
し
た
指
の
例
え
に
使
わ

れ
る
魚

❺
酸
っ
ぱ
い
も
の
を
見
る
と
湧
き
ま

す❼
特
定
の
ヤ
ギ
の
毛
を
使
っ
た
高
級

な
毛
織
物

❿
受
験
生
が
勝
ち
取
り
た
い
も
の

⓬
江
戸
幕
府
の
旗
本
、
御
家
人
の
総

称⓮
―
―
頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば
文
明

開
化
の
音
が
す
る

⓰
酒
の
お
供
で
す

⓱
年
齢
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
―
―
を

読
ん
で
答
え
ち
ゃ
っ
た

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
２
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
１
月
号
の
答
〉

　

フ
ク
ワ
ラ
イ

⓳
愛
を
英
語
で
い
う
と

タ
テ
の
カ
ギ

❶
力
士
が
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
結
い
ま

す❸
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
も
い
い
ま
す

❻
南
へ
と
吹
き
抜
け
て
い
き
ま
す

❽
父
は
ロ
バ
、
母
は
ウ
マ

❾
青
→
黄
→
赤
と
変
わ
る
も
の
を
よ

く
見
掛
け
ま
す

⓫
宍
道
湖
の
名
産
で
あ
る
二
枚
貝

⓭
水
瓶
座
と
牡
羊
座
の
間

⓯
訴
え
や
申
請
な
ど
が
退
け
ら
れ
る

こ
と

⓱
―
―
か
ま
ぼ
こ
、
―
―
団
子
、
―

―
笛

⓲
鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

⓴
テ
レ
ビ
―
―
の
録
画
を
予
約
し
た

㉑
魚
へ
ん
に
師
と
書
く
出
世
魚

☆
12
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
加
藤　
文
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
安
藤　
恵
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
柿
沼　
　
勝
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
島
田　
京
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
梅
田　
恵
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
栗
原　
京
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
杉
田　
愛
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
福
田
恵
美
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
お
正
月
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
あ
っ
と
い
う
間

に
２
月
。
節
分
の
声
が
季
節
の
変
わ
り
目
を
告
げ
ま
す
。
豆
を
ま
く
こ

と
で
邪
気
を
払
い
無
病
息
災
を
願
う
こ
の
行
事
で
、
こ
こ
埼
玉
で
も
近

年
存
在
感
を
増
し
て
い
る
の
が
恵
方
巻
き
。
そ
の
年
の
「
恵
方
」
を
む

い
て
切
ら
ず
に
丸
か
じ
り
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
今
年
は
〇
〇
〇
（
方
角
）
！
」
と
、
普
段
気
に
し
た
こ
と
も
な
い
方

角
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

　

目
下
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
敵
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
今

年
も
恵
方
巻
き
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
日
も
早
い
終
息
を

願
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｓ

編
集
後
記
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ＪＡほくさい
ホームページ

●幅広い登録作物数
●作物、人畜、環境にやさしい
●殺草スペクトラムが広く、
　　　　問題雑草にも高い効果

抽選で３００名様に

●ご購入時にお渡しするハガキに必要事項をご記入の上、切手を貼ってご応募ください。
●応募締め切り：令和4年4月末消印有効（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。）

JAグループ

は登録商標 第4702318号

ただ今実施中

彩の国黒豚肉プレゼント！
対象商品：ラウンドアップ マックスロード5.5ℓ、20ℓ、200ℓ／バスタ液剤10ℓ、20ℓ、40ℓ／タッチダウンiQ6ℓ、20ℓ、200ℓ

キャンペーン期間 令和4年4月30日まで

除草剤大型規格
キャンペーン！！
除草剤大型規格
キャンペーン！！

ダブル展着効果でパワー除草！

●サッと広がり、
　スッと染み込み、根まで枯らす！
●枯れ始めが「速い」、
　　　　　　抑草期間が「長い」

吸収力が違う！

ラウンドアップラウンドアップ
マックスロードマックスロード

ⓇはBASF社の登録商標

●大量に取り込まれた活性成分が
　突然の雨、低温、朝露にも効く！

※ 完全予約受注生産品です。　申込期間：第1回申込 令和4年1月21日(金)迄、配送期間：令和4年3月3日(木)～5月27日(金)
 第2回申込 令和4年3月4日(金)迄、配送期間：令和4年4月12日(火)～5月27日(金)　

対象商品：
10ℓ、20ℓ、40ℓ※

対象商品：
6ℓ、20ℓ、200ℓ

対象商品：
5.5ℓ、20ℓ、200ℓ


